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古
文
書
が
語
る
信
州
秋
山
郷
の
原
風
景

―
文
政
八
年
の
「
秋
山
様
子
書
上
帳
」
を
読
む
―



本
書
の
あ
ら
ま
し

　
文
政
八
年
（
一
八
二
五
）
正
月
、
高
井
郡
箕み

作つ
く
り

村
（
下
水
内
郡
栄
村
大
字
堺
）
の
名
主
島
田
三
左
衛
門
は
、

中
野
代
官
所
の
矢
嶋
藤と

う

蔵ぞ
う

代
官
宛
に
、「
秋あ

き

山や
ま

様よ
う

子す

書か
き

上あ
げ

帳ち
ょ
う」（

以
下
、「
書
上
帳
」
と
略
す
）
と
題
し
た
書
面

を
提
出
し
た
。
こ
の
書
面
に
は
、
秋
山
で
暮
ら
す
人
た
ち
の
様
子
が
詳
述
さ
れ
て
い
る
。
じ
つ
は
、
こ
の
書
面

は
三
左
衛
門
が
矢
嶋
代
官
か
ら
秋
山
の
「
難
渋
（
困
窮
）
の
訳わ

け

」
を
問
わ
れ
た
こ
と
へ
の
返
答
書
だ
っ
た
。
僻へ

き

地ち

と
み
な
さ
れ
て
い
た
秋
山
は
、
箕
作
村
本ほ

ん

郷ご
う

か
ら
遠
く
離
れ
た
枝え

だ

村む
ら

だ
っ
た
。

　
栄
村
箕
作
の
島
田
汎ひ

ろ
し

家
文
書
中
に
竪た

て

帳ち
ょ
うの

「
御ご

用よ
う

留ど
め

」（
島
田
家
五
二
七
）
が
あ
る
。
こ
の
「
御
用
留
」
に

は
、
明
和
八
年
（
一
七
七
一
）
か
ら
天
保
一
五
年
（
一
八
四
四
）
の
間
に
、
箕
作
村
が
幕
府
領
陣
屋
と
や
り
取

り
し
た
文
書
六
八
点
が
収
め
ら
れ
て
い
る
（
三
五
、三
六
頁
の
表
１
）。
本
書
で
取
り
上
げ
た
「
書
上
帳
」
は
そ

の
中
の
一
点
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
文
政
八
年
に
書
か
れ
た
「
書
上
帳
」
を
、
天
保
一
五
年
頃
に
書
き
写
し

て
「
御
用
留
」
に
収
め
た
も
の
と
推
察
で
き
る
。

　
さ
て
、「
書
上
帳
」
の
す
べ
て
を
翻ほ

ん

刻こ
く

し
た
の
は
、
昭
和
三
九
年
（
一
九
六
四
）
発
刊
の
『
栄
村
史
堺
編
』

に
収
め
ら
れ
て
い
る
江え

口ぐ
ち

善ぜ
ん

次じ

氏
に
よ
る
も
の
が
嚆こ

う

矢し

（
最
初
）
で
、
近
年
で
は
、
鈴
木
努つ

と
む

氏
が
『
島
田
汎

家
文
書
　
秋
山
関
係
史
料
抄
・
そ
の
二
）』（
二
〇
一
〇
年
）
で
採
録
し
て
い
る
。
ど
ち
ら
も
貴
重
な
労
作
で
あ

る
た
め
、
本
書
の
翻
刻
は
こ
の
二
つ
を
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
但
し
、
双
方
の
誤
読
や
誤
植
と
認
め
ら

れ
る
箇
所
は
本
書
で
訂
正
し
た
。
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第１章
「
書
上
帳
」を
翻
刻
す
る

〈
翻
刻

　凡
例
〉

１
　
當
・
餘
・
處
・
會
・
賣
・
儘
・
傳
・
躰
な
ど
は
、
当
・
余
・
処
・
会
・
売
・
侭
・
伝
・
体
を
用
い
た
。

２
　
変
体
仮
名
の
里り

・
以い

・
多た

・
祢ね

・
春す

は
、
平
仮
名
に
改
め
た
。

３
　
異
体
字
の
夘
・
ホ
（
な
ど
）
は
、
卯
・
等
の
常
用
漢
字
で
表
し
た
。

４
　
合
字
の
「
ゟよ

り

」
と
頻
出
す
る
「
而の

已み

」
は
そ
の
ま
ま
表
し
た
。

５
　
変
体
仮
名
の
者は

・
江え

・
茂も

・
与と

・
而て

な
ど
は
少
し
小
さ
く
表
記
し
た
。

６
　
読
み
易
く
す
る
た
め
、
所
々
に
読
点
（
、
）
や
並
列
点
（
・
）
を
付
し
た
。

　
　

　
　
　
文
政
八
酉
年
正
月

　
　
　
　
　
秋
山
様
子
書
上
帳

秋
山
村
者
信
濃
国
高
井
郡
箕
作
村
枝
郷
ニ
而
、
本
郷
ゟ
凡
十
里

を
隔
、
辰
巳
之
方
ニ
当
り
、
村
立
有
之
、
惣
名
秋
山
と
唱
候
得
共
、
大

秋
山
村
・
屋
敷
村
・
甘
酒
村
・
小
赤
沢
村
・
上
野
原
村
・
矢
櫃
村
・
和
山

37

第１章　「書上帳」を翻刻する
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